
「第36回港南区の歴史散歩」

1.日時、コース

(1)日時 :平成16年12月4日9:00～12:00

(2)コース :上大岡西・関の下笹下州沿いコース

バス停関の下・歩道橋下⇒ 松本橋・笹下橋(上大岡西2-15)⇒ 岡本橋

(港南中央通14)⇒ 横浜刑務所・少年鑑別所・慰霊碑(港南4-2)

⇒ 笹下1・7の石仏⇒ 笹下川の橋(あけぼの橋・大橋・関の橋・上笹下橋)

⇒東樹院(笹下2-24)⇒ 笹下2・29の石仏 ⇒笹下天王谷公園(笹下2・29)

⇒ 鰻の井戸(笹下2・21)

注1：囲み数字（例＝③）はスナップ写真に記載されている番号を示す。



2.当日のスナップ

・岡本橋の記念碑には、この辺りの往時（明治 20年代）の様子が記されています。

『鎌倉街道の沿道、笹下村と大岡村の間の道が狭く坂もあり、青木台と言う処は曲がりくね

って道は険しく、一度雨になると泥濘が激しく、晴れれば道は凸凹して遠回りしなければ歩

けない程で・・・・・明治 21年(1888)改修工事をした。

その功績を永久に残し伝えるものである』。

・久良岐郡役所

明治６年、東樹院前金沢道沿いに警察第二区勤所が設置されました。

明治８年、郡役所南側石川家宅地に郵便局開設、大正１１年(1922)現在地の金沢道沿いに

移転しました。

久良岐郡役所は、明治１１年(1877)郡区町村編成法が制定されると同年、笹下村関の東樹

院の南側隣地に設置されました。

・ 横浜刑務所 は滝頭に有った横浜刑務所が大正の震災で全面倒壊した為、大正１３年(1924)

当地、日下村村民の誘致により、日下村字広地(現在地)に建設されました。

(1)関の下歩道橋脇 (2)港南中央通14の (3)岡本橋

写真手前の道が古道 傾斜壁に豹が2匹? 上大岡と松本を結ぶ橋

「かなさわ道」 毛皮屋さんだった 橋の挟に記念碑がある

(4)横浜刑務所 (5)殉職刑務官慰霊碑 (6)笹下1-7の石仏

笹釜道路より見たところ 小笠原諸島ほかで殉職 庚申塔の左は馬頭観音塔

あけぼの橋を渡って入る された刑務官の顕彰碑 脇道を少し登って処に



(7)武者が谷橋瓢豊田橋 (8)関の橋 (9)笹下川沿いの捺染工場

橋に平行して水道管 この橋を渡った前方奥 笹下54柴崎染工㈱、この通り

が通っている が桜道坂上、鎌倉道へ 沿いにもう1軒ある

(10)東樹院=狸の寺 (11)狸の焼き物 (12)笹下2・29の石仏

古儀真言宗、寛文11年 横浜焼き、上大岡 船形青面金剛

(1671)創建写真は本堂 の工房で作られた 元禄14年(1701)

(13)笹下天王谷公園 (14)笹下2・26 (15)鰻の井戸

写真手前奥に過って八坂神社 笹下天王谷公園を下った処 左手に案内板がある

があった、前方奥は桜道 正面奥が笹下団地 鎌倉時代からの井戸

以上


